
第１回
津駅東口周辺まちづくり懇話会

～令和６年度の取組～

令和６年１０月１日

津 市
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津駅東口について、地域の抱える課題や将来像について情報共
有・意見交換を行い、地域の意見、希望などを津駅周辺道路空間
再編検討委員会へ伝えることを目的として設置。
「駅利用者の利便性、快適性の向上」、「賑わいの創出」、「回遊

性の向上」、「まちの安全性の維持向上」等について意見交換を行
い、魅力あるまちづくりに対する地域の熟度を高める。

■津駅東口周辺まちづくり懇話会（R5.9.12設立）

令和５年 ９月１２日 第１回懇話会（設立）
１０月１１日～２０日 社会実験（栄町公園）
１１月２７日 第２回懇話会
１２月２２日～２３日 実験（津駅東口駅前広場）

令和６年 ２月１３日 第３回懇話会（意見とりまとめ）

令和5年度の取組①

設置目的
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実験の取組

社会実験（令和５年１０月１１日～２０日）

アンケート結果（１６９人回答）
・２０４件の複数回答により、６１％（１２５件）は東口駅前広場に、２２％（４５
件）は西口駅前広場に、滞留スペース（テーブル、イス）が欲しいと回答

・３９４件の複数回答により２６．１％（１０３人）がオープンカフェやキッチンカー
などを、２５．６％（１０１人）がイベントなどの賑わいが津駅周辺に必要と回答

令和5年度の取組②
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実験（１２月２２日～２３日）

令和5年度の取組③

津駅東口周辺に賑わいや待ち合わせ場所などの滞留空間が不足して
いることや、駅前空間の再編に対しての期待など、利用者（来場者）か
ら多数の意見
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津駅周辺道路空間の整備方針 抜粋

令和5年度の取組④

令和５年度の成果

・津駅東口の課題や将来像について議論
・県道津停車場線及び栄町公園で社会実験
を実施（令和５年１０月）
・津駅東口駅前広場で実験を実施
（令５年１２月）

社会実験等の結果を踏まえ、懇話会で議論
した結果、津駅東口に賑わいや滞留空間が
必要であることを確認。
また、津波等の浸水想定地域であるため、
東西自由通路など見える形で住民の安全安
心につなげてほしい等の意見を取りまとめ

小野委員長より令和６年２月２６日開催の津
駅周辺道路空間再編検討委員会へ報告
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本市から国・県への働きかけの取組

■知事と市長の円卓会議（R6.3.1）

■令和７年度県政に対する要望（R6.8.21）

■国土交通省（本省・中部地方整備局）への要望（R6.5）

市長から知事へ直接要望する２事項のうちの１つとして、バスタプ
ロジェクトの事業化に向け津市と緊密な連携による国への働きかけ
を要望

副市長から中部地方整備局へ要望活動を行うとともに、市長から国土交通省本省へ要望活
動を行い、交通拠点である津駅周辺の道路空間再編に向けた取組の推進に支援を求めた。

市長から知事に対し、津駅周辺基盤整備の根幹となるバスタプロジェクトの必要性や重
要性、市民・県民の期待を国に対し強く伝えてほしいと要望

知事から市長に対し、県と市が一緒になって、国に対しお
願いしていきたいと回答

知事から市長に対し、バスタプロジェクトの整備方針・事業計画に
進むよう国へ申していきたい、市のビジョン作成に協力したいと回答



令和６年度の津市の取組（津駅周辺基盤整備推進調査事業）
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◆津駅周辺基盤整備推進調査事業の実施
官民連携基盤整備推進調査費補助金（国土交通省国土政策局所管）を活用し、

津駅周辺基盤整備に関する各種調査を実施
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（１）津駅西口駅前広場の基本計画の作成

『津駅西口駅前広場の基本方針』
『津駅西口駅前広場配置計画案』

津駅西口駅前広場整備イメージに対する意見募集結果
（R6.5.8～R6.6.30）

『津駅西口駅前広場基本計画』

基本計画に基づき、津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議
において、交通の整序化を図るためのルールづくり等を進める

『令和５年度の津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議にて出された意見』
『津駅西口駅前広場整備イメージに対する意見募集結果』を踏まえ、必要な検
討を行い、基本計画を作成

津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議
における駅前広場の運用ルールの検討

R5年度

R6年度

令和６年度の津市の取組（津駅周辺基盤整備推進調査事業）
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（２）津駅東西自由通路の「整備・運営に係るＰＰＰ/ＰＦＩ導入
可能性検討」及び「概略設計」

「津駅東西の歩行者交通円滑化」、「駅利用者等の利便性」、「費用」等を踏
まえ、鉄道敷地上における設置箇所の比較検討を行うとともに、商業施設や
賑わい創出のための施設等の導入可能性、管理運営上の収益性や事業手法
の比較検討を含め検討し、概略設計を実施

・鉄道敷地上における設置箇所の比較検討
・商業施設や賑わい創出のための施設等の導入可能性検討
・管理運営上の収益性や事業手法の検討

「鉄道事業者との協議」「PPP/PFI事業
者募集」に向けた方針を整理
・概略検討図作成
・鳥瞰図作成
・概算数量、概算事業費算出

PPP/PFI導入可能性の検討

概略設計の実施

R6年度

令和６年度の津市の取組（津駅周辺基盤整備推進調査事業）
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（３）津駅西公共第一及び第二自転車等駐車場の「整備・運営に
係るＰＰＰ/ＰＦＩ導入可能性検討」及び「概略設計」

駅利用者等の利便性向上及び賑わいの創出に資する施設等の導入に向け
た施設等の導入可能性を検討するなど、管理運営上の収益性や事業手法の
比較検討を含めた検討、概略設計を実施

・駐輪場機能の向上
・駅利用者等の利便性向上
・商業施設や賑わい創出のための施設等の導入可能性検討

PPP/PFI導入可能性の検討

概略設計の実施

「PPP/PFI事業者募集」に向けた方針
を整理
・概略検討図作成
・鳥瞰図作成
・概算数量、概算事業費算出

R6年度

令和６年度の津市の取組（津駅周辺基盤整備推進調査事業）



（４）津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の検討
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『津駅周辺道路空間の整備方針』
（R4.3.24 国・県・市）

国・県・市実施の調査結果
（R3～）

現況調査・分析・課題整理

『津駅周辺の基盤整備の
方向性（ビジョン）』

関係機関との調整

『津駅周辺道路空間の整備方針』、『国・県・市が実施した調査結果等、過去の
調査結果』を踏まえ、現況調査・分析・課題整理を行ったうえで、国、県との調整
を行いながら『津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）』を検討

R3
～R5年度

R6年度

令和６年度の津市の取組（津駅周辺基盤整備推進調査事業）
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令和６年度の津市の取組（津駅周辺基盤整備推進調査事業）

（４）津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の検討

■ビジョンとは

津駅周辺道路空間の再編に向け、国・県・市が取り組む基盤整備の将来像を
関係者が共有し、連携して津駅周辺道路空間の再編に取り組むための構想

【現況に基づく課題整理】

これまでの検討経緯（津市の上位計画、津駅周辺道路空間の整備方針等）を
踏まえつつ、現況に基づく課題を整理
【基本理念・整備コンセプト】

ニーズを踏まえつつ、道路空間再編の基本理念、エリア別の整備コンセプト、
将来像を描く
【整備方針】

エリア別のゾーニングや各エリアに必要とされる機能や施設の配置イメージを
示す

■ビジョンの構成イメージ（案）

当懇話会の意見をビジョンに反映



12

令和６年度の国・県の取組

国の取組

これまでの社会実験の結果を踏まえ、歩行者利便増進道路（ほこみち）の導入を見据えて、歩道
空間の拡張に向けた概略検討等を実施（概略検討では、歩道空間の拡張イメージを複数案作成）

県の取組

交通拠点に求められる機能のうち、「車両の移動・停留等」に関する機能を検討するための基礎
資料を収集するため、使われ方調査を実施
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【国・県・市で進める検討①】
（ア） 点在する各種バス等の集約化に向けた検討

交通拠点の機能強化に向けて、点在する高速バス、観光バス、企業送迎バス、ス
クールバス等の乗降場を洗い出し、津駅東口への集約化の必要性について検討

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）検討に向けた国・県・市の取組
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交通拠点の機能強化に向けて、点在する高速バス、観光バス、企業送迎

バス、スクールバス等の乗降場を洗い出し、津駅東口への集約化の必要性
について検討

津駅周辺道路空間の整備方針より抜粋

各種バスの乗降の状況

（イ） 交通事業者へのヒアリングの実施

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）検討に向けた国・県・市の取組
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一般車両の専用送迎スペースが設けられておらず、送迎車両と待機車両の交錯が

生じていることから、交通拠点の機能強化に向けて、一般車両の送迎スペースの必要
性について検討

国による「使われ方調査」（交通量・交通流動）などを活用

津駅周辺道路空間の整備方針より抜粋

津駅東口駅前広場

【国・県・市で進める検討②】
津駅東口駅前広場の一般車両送迎スペースの必要性検討

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の策定に繋げる

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）検討に向けた国・県・市の取組
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津駅周辺基盤整備の進め方

バスタ
プロジェクト

県道津停車場線
再整備
（ほこみち）

津駅東口周辺まち
づくり懇話会の御
意見
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津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）策定に向けた意見の取りまとめ

・賑わい創出の視点から広場空間の必要性検証や、必要な機能を検討

・防災の視点（避難経路、避難場所、一時避難、帰宅困難者など）から、広場空間の必要性検証
や、必要な機能を検討

・駅周辺の回遊性強化に必要な機能を検討

津駅周辺道路空間の整備方針 抜粋 津駅周辺道路空間の整備方針 抜粋

■津駅東口周辺まちづくり懇話会
【令和６年度の取組】

津駅周辺道路空間再編検討委員会へ意見を伝達

津駅東口の令和６年度の取組
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賑わい 滞留空間・待ち合わせスペースについて

令和５年度社会実験アンケートにおいて、滞留空間・待ち合わせ
スペースが必要との意見が多数

滞留空間・待ち合わせスペースに
必要とされる機能等を検討

津駅東口駅前広場への
広場やデッキの必要性を確認

津駅周辺道路空間の整備方針より抜粋

賑わい創出・防災の視点

防 災 津駅東口の防災について

津駅の利用者（平均約15,000人）が帰宅困難者、避難者と
なる可能性

安全な避難路、避難者及び
帰宅困難者の受入機能等を検討

津駅東口駅前広場への
広場やデッキの必要性を確認 津駅周辺道路空間の整備方針より抜粋
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①賑わい ・滞留スペース（広場空間）、県道津停車場線、栄町公園の整備

・賑わい創出に資するソフト面の取組や、民間活力創出の必要性

②防災 ・帰宅困難者等の一時滞在スペース（広場空間）

・西口方面に容易に避難できる東西自由通路の整備

・災害時の鉄道運行見合わせに伴うバス代替輸送に対応する施設整備

・災害時のライフライン確保・情報提供の仕組み（太陽光発電、デジタルサイネージ等）

③回遊性 ・回遊性を高める東西自由通路・歩行者デッキによる賑わい創出 等

第２回懇話会（１２月）

今後の予定

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）策定に向けた委員意見の集約

津駅周辺道路空間再編検討委員会へ意見を伝達

◆津駅東口駅前広場に必要な機能の検討

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）へ反映

◆懇話会委員へのアンケートの実施

第３回懇話会（２月） 意見取りまとめ
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